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たI初・味 態てはシステム チェックの為にバルク充電に入るにはフロー ト充電の 5分

後にバルク充電を開始します. 即ち 電池が不足ても5分 間はフロート電[な

為に初期に電流はあまり流れません。

コン トローラ (太陽電池充放電制御器)
JODEL PV-1 212Dl

1 表 直 41r_

太陽電池を使用して発電を行う場合 必ずソーラー コントローラ理 になります。

ソーラー コントローラの主な橋能は大陽電池からの電Eを 簡Tバ ッテ崎 電言圧に変晏することとバッテリか

らの適亜 電量のコントロールです.

ソーラー コントローラ P11212DlAは 12V系の,べ ての太陽電池に対応し また宮閉電池及び湿式電池その

他カルシュウム アンチモン電池にも使用可能です.

放電機能にもいても セレク ト式ON OFFタ イマー構能 Powe,1 loイ ンバーターの制御端子を損姜姜

備 マイコン制御によ|'下記のたな特徴を有 し 新 しぃソーラーシステム言葉のコ要望に対応出来る娑

置です.

4t徴 :

1: 本コン トローラは[CD表 示により当日の疑 奉 認出来また 0色 t[Dに より、電池漱態のき捏が

出来ます.

常にソーラ システムの最良の管理が可能です。

2: 本コン ト回―ラは密開式 湿式などの電池に対応出来るようプッシュ スイッチにより自由にバレ

テリ充電貢Eの 設定が可膚してす。

3: 本コントローラは低電圧切断および再姜続がプッシュ スイッチにより設定が出来きるため 高草

な制御システムの構築が可能です。

4 ツーラー コントローラの夜間熙明時間はプッシュ ボタンにより10通 りのモード設定可aで す。

5: 本コン ト回―ラの■謹穫熊は電池の逆接を保護 し パネルヘの,流 を防ぎます。
(バ ネルのダイオー ドが不要で動奉があ′ります。)

6 本コントローラはバ ′テリの温度保護蓄 ・及び 短絡保護 (負荷がショー トすること)

電池の逆接保護に 力を+/― 逆につないてしまうことの保饉)が ある為安心 して使用が可能で

す (内部ヒューズ交換の必要あり)

7: パネルの開放電圧 1,Vか ら2～ タイプに適応します。

定格充晉電流は12A 最大 15Aで す.

3: 本ソーラ コン トローラはマイコン制御により発電効率の向上及び過充電 過放電の保言を監視し

ます.

充電方式はパルク、ァプソーブ フロー トの三臓陪白罰制御樫能があります.
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図 2-1

コン トローラの表示部、端子類説明

コン トローラの表示端子類

スイッチ 模書類   侵能、表示

l LED表 示装置の使用状況をLED表 示 します。

2 LCD表 ホ器     プッシュスイッチ情報 発電量表示バネル

3 リセット ボタン (RESET)ボ タンはこの充放電制解 を

設定調整する為に優月 します.

4 温度センサー端子 (キ ャップを引き抜く)

5 12V系 の真荷端子 (低 電圧切断と夜同照明タイマー機能付き)

6 12V系 営地接続端子

7 太陽電池パネル接場端子

3 遠縣 ]仰端子(リモコン端子)(D N SOCS′ PLU6)

詳細対応ベージ

4及 び4 2を 参照)

3を 参照)

6 以 り ,17こ 置 正 カ ム  fヽ/J● 百 リ カ わ 創 ″ 愕 ル ツ

3 1接 続
このソーラ コン トローラヘの各機器の接続は下記の図を参照 極性+/― を確語の上 橙器接続

を■ってください。   図 ■ 1

,・‐7需「
~=|

電池は標準的な密閉式鉛電池使用の場合で、
初心者の方はこの構成をお勧めします。
出荷時には「41出荷時設定」となり、内部
を開ける必要がありません。
但し、他の項目も良く読んでください
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このソーラ コン トローラは電子的な彙護程能がありますので 太陽電池パネルとこの制御器との

間にグイオー ドは必要ありません。(ダイオー ドを付けるとその分エネルギー効■ドヽ 下 します。)
この充放電お!御器は湿気のない 追蔽した場所に 特に電池からは疇 して下さい

放無を良 くするうに

ネジを しつか りしっか りと上め

注意 :バ ッテ リーか ら必ず遭議 した場所に設置すること。

電池の近く設置すると 電池の硫酸雰囲気に犯されて故障する原因となります この場合は県証期同内に

おいても前

“

理となります.しかし この場合内部の総て部品が腐食されるため管理稿 となるのが多
いです.

32コ ン トローラの設置方法
連続1つに使用する時には金属板の上にネジ止めを行い放気を良くしてくださぃ。

図 32

狐 以上の金属根

3-3  LED表 示 説 明

表 3-3

LED表示器   点灯表示内容

赤点離      電池電Eが 120V(126v)よll低い o,"″0●●ント●―ラ■5,鋼=て ″ヽ ,■t′

宗点灯

緑点灯

緑点減

檀点減

tt■it ●′S″ =醸●言=●●■■,,

電池電F■確 電[切 断 (LVl)に達してしまった.("し,=Jォ●=0誨 tt`→

電池電圧が120V126V)よ り高い

電池電[が バルク充電電[(満 充電終上電E)に 追した。(満充電)

電池電Eが

`管

圧切断 (WD)電 Eよ り0●1低 くなり 負荷を切断した。

均等充電動「中を示す. 嗅飼げ口,●とRた0●筆OC″
`ラ
ンスメく■́ 00マ

´|工t●「
`3く
li埒
^ヽ
t=`tし て,オ ,ヽ10,電,,‐ ■●0●●=,●●良く●た●=言 ●́

'
(0●●

^5●
■tl`,■ 泄=0摯 個●,,t● ●,●■,

3 - 4  L C D  表示説明
Lm表 示器には電池電圧 及び太陽電池バネルの電Eと 充電状態を表示します。

表■4

LCD 表示 状態

臥T VILT 電池雪[を 表示する

Ⅳ VOLT  このら1御器に入る太陽電池パネルの入力電圧を表示する

PV CUR,  この制御器に入る入力電流を表示する

ЮD PV A‖ この制御器に入るその日の合計アンベア 7ワ ー ¨ tal Day tll

LlD PV A‖ この制御器に入る1日前の合計アンペ7 アワー (●st l Day“ fore川 )

L2D PV」 H この制御器に入る2日前の合計アンペア アヮー (●st 2お γ∞fore川 )

3U[KC‖ ARG[  充電状態がバルク状態 (満充電)

Fし0奸 OARO[  充電状態がフ回―卜状態

[OULIZ CHA“  [   均等充電状態

A“Om C臥

“

 [   吸収状態

■5ディップ・スイッF漁喜喜RTITE°
ディップ スイッチと設定・||タン及びリセット (RESET)ボ タンの機能

図  3-5

閂
　̈峙
リセット ボ

'レ

ディップ スイッチと設定ボタン及びリセッ

ラを設定調整する為に■用 します   (3

設定ボタン0剛    ヽ   表倒

ディップ スイッチ

卜 (RESET)ボ タン国 2-1は このソーラ コン ト回―

4 1及 び 3 4 2を 参照〉

獣定ボタン 00

」 ン トロ ー フ の 成 足  調 至

下記長は出荷時の PV 1212DlAの 設定であります。

_4-1

調整可能な設定要秦

バルク電[(絆 止電E)

フロー ト電[(自 然放電補充電E)

に電[切 jttE〈LVO)

〔電[再 接続電[(tVR)

夜閂灯モー ド

自動均等充竜 EQU L

リレー コイル

[[D表示

14 0V

13 4V

i1 5V

12 5V

デップ スイッチ 1

デップ スイッチ2

0N側  (獲能 01)

デップ スイッチ 3

OFF個  (橿育しOFF' (4 3 0 表 5_~照 )

ON側 (機肯しOFF)

ON側 (L[Dが 点灯する機|しON)

注意1上記バルク電[(終 正電[)お よびフロー ト骨Eは 宮開ケル型よたは二酸イし鉛骨池のみに適用 し

てください。

4 - 2  充電電圧の調整、電池保護と夜間灯モー ド時間の設定

ディプスッイチの初期設定

すべてディップスイッチをOFF FI置にします.

バネルの(+/)を はずして、コントローラの電池マイナス蟷子をはずして下さい。

リセット(RESET)ボ タンを押 しながら このコントローラにその電池をつなざます。

L[Dが 消えている間1こ リセット(RESET)ボタンをはなします。そして ブログラム モードに入

四

」
い

RESETボ タンを押すごとに 国4-2に 示す次の設定に進みます.

図 3-5の 設定ボタン1(OP)お よび設定ボタン2(DOWN)を 押 して

ます.o回 コ̈
すべての設定が完了したら ディップ

設定を調整することが出来

その設定が言蒔 され通常の

動作に入ります。

スイッチ2を 0■
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図 42:設 定モー ドの内容

バルク■圧僣 正電D (詢 k0000
調整範囲1ま12"屁 16Wで あ, この範調外では
工場出宥時の載定になります

|― ・・
′
・
″

フロー ト電踵 (自然波臨 充硼  Omtt ω  Oぉ t)
目肇範囲は(2"が ら10・ |であり この範囲外では
工場出荷時の設定になります

|… ・
,・
・
,

低

- ODα

。,)①,¨
“
●̈→負荷を切断する

l―
わ レ
…
,

低■■再接艤t庄 Om αol)Ro¨ ・
a)負 荷を再饉 する

|… ・
t́・
・'

夜開灯モー ド時間 (4`"爵

設定モー ドを脱出し徳 著勁Iに 入る

(― ‐)1証 林ヽ タンを押ことです

4 - 3  自動均等充電/手 動均等充電と夜間灯モー ドの選択

均等充電と夜間灯モードを選択するには下記の様にディップ スイッチを設定して下さい.

表 4デ ップ スイッチの格能

・●
「間灯モ● ド 均等充電弐定 ディップ スイッチ設定

な し

あり

な し

あ り

手動

手動

自動

自動

四
孵 側K FF位 置 :i上

団 0"向r位と峰

[][]:]   OFF O●
F-OFF 位置 :上■■

囲
MFF IFF位 置 :世

注意:均等充電 ま湿式鉛電池のみです。 (AUTO[0)の 自動均等充電では30日 ごとに一度の均等充電を行

います。

D P SW-1 は

'間

モー ドの実iを O10FFす る。

(●■1逮
^0●
Fi―●,菫tブ●クラム●五=●●● 0●̈ ,t,="●同●―●=こ■●入,0,丼=,

D P SW-2 は均等光電の設定をする.均 等充電を手罰設定 (4-3-3参 照) ON個

均等充言を自動に実行 (4-3-2参 照)OFF憫

D P SW-3は [EDラ ンプのON/OFFで あり、OFFで は点灯せずに省エネ動作となります。

-6-
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4 - 3 1  3段 階充電
このソーラ コントローラは太陽電池バネルの入り切りを行い 電池の充電を行います.

イ)バ ルク電E3ULK(終 正電[)段 階

このモー ドでこの充電器は全出力で電池を充電します 電池がバルク(3ULK)電 圧に遭すると

Й電暑は次の段階に移 ります。
バルク充電に入るにはフロー ト発電の 5分 後にバルク発電 を開始 します 即 ち 電池が不足でも 5分 間はフ

ロー ト電Eな らに初期に電流はあまり流 れません

吸収充電段鷹

この我階では充電電Eは バルク(BULK)電圧を1時 間維持します

フロー ト(自然放電補充電[)ROAT

充電電Eを フロー ト(FLOAT)電 [に 離持 して 設定のフロー ト電[よ り累積 5分 の間低下する

と新 しいバルク充電または吸収充電の,階 に移ります。

′ヽ )

日)

4 - 3 - 2自 動均等充電

V警 告: 均等充骨モ
ードは湿式鉛電池のみに使用してください。均等充電は行う前に電池メー

カーに確認ししてからFTい tl等 充言後には

“

水を適切な量を追力「してください.

大場電池バネルJこ 電[切 断電暉 LVD)よ り高い場合には このPV 121201は  30日 に一度自動的

に実Fし ます。

自動均等充電が出来るようにするには ディップ スイッチ2を OFF側 にする.

自動均等充電をしない様にするには リセット ボタンを一度押します。すると PV iコ 2Dlは実行して

いた以前の充電状態 (フロー ト パルク あるいは (アプソープ)吸 収充電)に 戻ります.

注 :自 動均 =克 電 低いず れの充 電状 態 (フロー ト パル ク あ るいは吸 収充電 )で もその状態 を強制 的 に中断 して

30日 間 に一度 だけ冥行 します   従 ,て  均 等充電後 は以 前の フロー ト バル ク あるい は吸収お電 に戻 り ||す.

4-3-3手 動均等充電
手動均等充電とは隠時 (自動均等充電の実行中に於いても)リ セット ボタンを押すことにより その時

のみに均箋 電を実行することです.

また 太陽電池バネルの竜EJEttE17J断 電ECЮ )より高い時に可能となります。

手動均等充電を実Fす るには デップ スイッチのスイッチ2を ON側にしてから リセット ボタンをつ

輌 押し続けます. すると 洵読 電を直ちに実行します。

手・‐l均等充電をやめるには リセット ボタンを一度押 します. すると 均等充電 よ直ちに中止されま

す. その後は 今まで実行していた以前の充電状態 (フロート バルク あるいは吸収光電)に戻ります。

▼ 注意:

○均等充電電[は バルク電[よ り,lV高い電Eに 設定されています.

O均 等i電 時同は2時 間に設定してあります。

O手 動均等充電は夜間灯モードの時に使用できません。

4 - 4  D C負 荷端子と制御モー ド
12の 負荷端子を装備 して 小電力の街路灯などを接続出来 電池の過放電を防ぎ なお且つ 10種 類の

タイマーで制御することが出来ます.

==■■―ヽ

―
t●て,す′・・ A●‐

t●―F■厳R●●
'●"`●
■●

'=■
■―
``崚
責●ヽ ●●■■ 内鬱

"t薇
●tよ
'"' '`"癸

キ●電機,つ01●●●簡●■
“
●●■,■●J螢●tt

V注 意
:パネル端子には髯社の規定の大場バネル以外の電源装置等をつないではなりません。
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4-41 低 電圧 切 断 電 圧 (LVD)(LOW YOLTACE 2 SCONNECT)

電池電E“ 氏電圧切断電E(LVD)より低くなると赤が点lTして 更に03V下 がると しEDの檀色が2

秒に1度点減します.l・l責か(して6回 まで,長く点減すると負荷を切断します.負 硼 断される

と リセット ボタンを一度押して ,1常月の為にまたはテストの為に10分の間は負●を表場し出

力を行ることが出来ます

442 低 電 圧 再接 続 電 圧 (LVR)(LOW VOLTAGE RE CONNECT)

電池電圧|`,電E再 姜綸電圧([VR)より高いと PV 1212Dlは 負荷を自動的に再接続します.

4 - 5 1  夜間点灯モー ド設定 N GHT―LiGHT

夜間灯モードに於いて 10種類の時間設定が選択出来ます

夜間灯モードにするにはディップ スイッチを

“

3)の図の程にします

夜間灯モードに於いて 太陽パネルの言圧が10分部 5V以下であると このⅣ=12101は 予め遺嶼して

設定した時間の間 電灯を点灯 します。

●問灯モー ドに於いては

させることが出来ます。

LCD表示
0「

2眼 帥

4服 帥
6 HR帥

8mo‖

〔O llR OW

:′0口 1

夕OFF/2

6′0町 2

Ⅸつ‖

X ‖ours On

Y/OFF/Z

ト ボタンを押 していると 電灯の点灯試,等 の目|.のらに点灯

また 2分 の間電池電圧が低電圧切断電[(LVD)よ りにぃと 魚荷を切断 します

電池電圧が低電圧=接 続電圧(tVR)より高いと このPV 121201は自動的に■荷に再度つながりま

す。

下記は●間灯モードの可i:な設定です。 図L5

略さない表示
0「
2 1ons oN

4 HOtPS Oヽ
6‖ORS OW

8‖0曖S01

iO H∞RS伽
3/OFげ1

V叶 げ2

6′
"げ
2

mskか ら ,aln

か ら

OFF(LGDの 表示)   負荷端子の出力は

D PSFlが 下側 (な閂モード)の 時 員荷端子に山力はなく

D P SI1 1が上側の時 負荷端子には出力に常時―曰中えられる.

負荷端子の出力はヨ■後 X時間点lTする.

負荷‐ の山力は日■後Y時間点lTして 夜同消灯して 日の出Z時間前に点灯

する.

Doskか ら Dawn 員荷ほ夜通し点lTする.

衣間時間の測定

タイマー設定の(3′OFF/1 4/OFF/2 6ノ OFげ2)の日の出前に負f・jを姜読する構能はPV 1212Dlが,同

の長さを測定して設定さllます. 無設定では夜間の長さは設置後(または電力の再接続より)12■間です.

●間の長さは4夜の平均をとり夜間の長さとしています。

ただし 太陽電池パネルがはデされていると 制御器は誤った夜問時間をIU定してしまぃます

POWERTITE°

菅池を再度姜続してPV 121201を リセットするが あるいは使用 4日 間後に自動的に訂正されます.

這んだ設定を確認してください。

表 4-5

スイ ッチ設定 (ヒ●T Cll:の‐ が山たときのその後の設定)

OFF

2 1ouns oN

4 ‖∞RS O‖

6 ‖∞RS OW

8 ‖∞RS ON

10 10URS Oll

3′OF●71

4/OFF 2

6/OFF 2

0usk から  Dawn

(日没 から tl祠 け)

il夜 同灯のモ諄の間は[0が 点誠します。リセット ボタンを押してもランプを点灯出来ません。また

誤表示を達けるために新月の確認罐 は行き=せ ん。

実際の夜FH5点灯モード設定

た物 期熟
`状
態に於いては●同時間は12時間になっており その後4日間の平均を取り動作します。

初凱設定はDK』■となっているので 最初のよ用では設定を変更せずに全体の動Fを 把握してから

変更することをお勧めします.

つ側面の豊を回して肖ける。

2)ディップ スイッチを総てOFFに する.

3)パネルの(7)を はずして、電池のマイナス端子をはずす.

4)電池のマイナス端子をリッセット ボタンを押しながら端子に接続する ■t■‐■,,,●●
" |ト

3)リセット ボタンをはなす
l「
‐

6)F[0●T C‖ :13 5  と  LCD I[表示される.

7-1)とこから希望の設定べすすみます。厳 閂モー ドのみの設定変更の時は7-2)へ行く.)

FLOAT宣[を 137Vに したければ 設定ホ,ラJPを 1回押すと136

UPを 2回 押すと137が LCDに表示され,す .

ここで,t,林 ,ラを押すとFЮ奸宣圧 137Vに ま定され

LCDの表示が[VD: 115に 質わりFLOAT電 [137Vに 設定されます.

同様にしてLVlの言[を 希望の値にしてリセット ボタンを押すとⅣDが設定され

次のLVR:125に かわりLVDが 設定されます。

7υ 次にリセット ボタンを押すとL OPT ON OFFがtCDに表示されます. |_L IP■ ON

設定ホ,シを1回 押すごとに表 45の 順を繰り返 します

0)夕=・lから夜明けに.‐定したければ LCDの 長示がLl紆 ON Ⅸつ をヽ選択しリセット ボタンを押す

と次の関は CH 14 5の表示になり

DX―DNが設定されます3UtK電 [を 設定しD P SW-2を ONに します     匪□ 圏

最後に D P Sl-1 を下側にします (4-3参 照, そしてS卜3を下tlにします。
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バルク(BULK)、フロー ト(FLOAT)と

その他電圧の設定 /変 更の方法

1  充電制御器の左側の屏をあけてテ ィ,7 スイッチのレA ―をDIP SW-l SW-2 SW=8[[ []を

“

輌にて希望の電Eに

上側 にします。

パネルの←われずして動のマイナス側・月7・叡明します.

次に充電制御器のRESET,,シ ロに を押 しながら今取り外 した電池の

マイナス例を取り付けて RESETボ タン
ト
■ を離 します.そ して′`ネリレの(■/)を 接続 します.

これで表示●FLOAT C‖ :134(参 考値〉になります。 (工 場出荷値)

設定項目(3UtK ttЮAT LrD L.Rその他)を選ぶには い FTボ タンを押すごとに項目が変わります。

5 テ ィクフアイッチの根にあるこつの押しボタンイ ,チ●|

〕

l

表示 を 変更 します

前面の RES[Tスイッチ
,い
―  を押 します。  表示が

前面釧 [SETスイッチ
‖
H―  を押 します。  表示が

8  前面の RESETイ ッチ
‖
‐←―  を押 します     表示が  [_oPTloN:DK― ―DN  に変わ1,ます

9前 面の RES『スイッ
中 ―

を押 します.表 示が suNStt VO■5(参考埴)に変わります

10前 面の REs『スイッ
中
に を押 します.素 が Fadory ω 暖 つ け わります

‖ 前面の R[SETスイリ
中
卜 を押 します.示 が Bu[K cH:140皓 考価 に変わります

12 テ ィ,プ スイッチの横にある二つの押 しボタンスイ′チ叩
[][]`・ ・・

にて希望の電Eに

表示 を変更 します。(Fac io「yの 表示の時にスイッチdownを 押すと物斯設定になります)

13前 面の R=S『スイプ
ロ ー

を押 します。 表が FtOAT C‖ :xx xけ ります。

14,っ フ,イッチの 2のホタを 下
民
に押 し下げます。

に変わります

に変わります

〕
)

以上で全ての設定が保存され終了です

POWERTITE°
4-6 温度補正

外3温 度センサー(別遷アクセサリー)を使用すると このPV 1212Dlは 電池の温度に対応 してバル

ク及びフロー ト電[を 調整 します.

彗準温度は,25 Cで 温度体数  30mv/ c です.

このソーラ コン トローラ専用の温度センサーを債用 してください.

温度センサーをを続しないときには このPV 121201 は調 度が25 Cと して動件します.

温度センサー景子ほ電池の温度が検出し易い電池の側面等に両面テープ等で張り付けて下さい。

国 4-6 温度センサー姜綸鑑子

ヨ度センサー燿子

"121口
1専用の君度センサーを使用 してください

4-61 過温度保護
このPV 1212Dl の トランジスタ素子の動作温度を常時監視して 過温度が検出されると素子の温度
が起えなくなる拒に動『 して 這

"は

藍 しない仕組みになっています。
ソーラー バネルからの充電電流が減少 しても尚旦つ 過温度となっている時には 負荷を切断し

ます。そこで 温度が下がると ソーラー バルネルと負荷は再度つながります

4-6-2逆 接続保護
電池の構には最大の注意をして接続 して下さい.万 ―極性を逆に接続 した時には多 くの

場合内部のヒューズが溶ゴ してお電暑を保護 します

ヒューズ交換は電気苺論のある方が,ぃ  電源をすべて切り 電池の極 l・を正 しくし

て 同じ容量のヒューズと交換 してくださぃ。 そllでもヒューズが飛ぶ場合には販売店にご相談

層います。

46-3過 負荷保護
負荷蟷子 (LOAD)に亀力の大きな袴墨をつないた場合は 内部ヒューズが若断して 多くの場合本器

を保護します. い 荷の種類により保護仕切・tない場合がありますので 負荷端子の使用には注意

をしてくださぃ。)

負荷端子に接痘する桂書の定格電流に対すいる大きさ(参考資料)

電 球 70%

20お

インバーター  50%

電

`弁

     ,o%

0渥 臨 冽 倒 こ 退 踊 =,

このPV 1212DlAは リモー ト コン トロールが可能であり DC―ACイ ンバータの様な大電流装置も制

御可能となっており この橙i.は夜同灯とも連動しています。また 遺隔にて Pv 1212Dl 状態を

表示するL[D を表示することが出来ます.Itに このPv 1212Dlは省エネに設計されており 外吉,

制御月のリレーを使用しないときに .● リレー電流を党全に断にする機能を有 しています。これて

さらに30ミ リ アンペア 程度を節約することが出来ます。また Dヽ プラグで引き出した負荷を

遠隔にて lAま で疸用することが出来ます。このリモー トの負●.jにも一応の過負荷保護が入っていま

す●・ 嬌定以上の電流は使用 しないて下さい。

Ｑ
一量
一
〓一一一一̈
Ａ

-11-
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――――――― ――――――――¬ 外

“

lllIを複瘤t´ |｀

ま■9至説議右RξκE'匠
t力
"ぬ̂も:

ビジ●―,面 ボ崩

"壌

貞

ツケット0"“ から雌 のピン凛置

リモコンを使用するにはリレー スイッチをON側にして下さい.

Vi:リ モコンのソケット(D N ttk「 lのビン吾号は回転方向順番に表示しました。実際のソケット(プ

ラグ)に刻印してあるビン番号とは異なります.

V注 樋 応するD N PLUCで も実際には合わない場合があ
|,ますので 弊社がオプション アクセサリー

として提供するPLUGを 使用することをお勧めします.

□!li
わ〓∽［‐‐‐‐‐‐‐―‐田□
“̈

―
―
―
―
⊥
７

釧

-12-
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P卜1212DlとFl 1ヽ26/Fl2ヽ56の接続図

太陽電池バネル

お客様力勢付けするLED

P「1212Dl本体のランプと
並列接続となっている。

このインバータの場合にはインバータの
本体電源スイッチは0「にしておく.
注:インバータの本体電源スイッチとは
並列鏑 になっている為.

注:,レ スィ,チは側にすること

Fi S126または
FI―S256

解□団̈
¨

-13-
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ネジを1討す

内部の線を号つ張らない様に
右面より持ち上げる。
この時内部からPES[=の頭押さえが
出てくるので 失くさない様に
して下さιヽ.

表示器い は下記の項目を回転しながら次々と表示して行きます.

●
Ｒ
‘

ヽ

Ｖ
●
魚
禅

BATTERYVOLT431V

¨
1祠
LlD PV AH: 1260A

L2Dヽゝ比 950A

FLOAT CHARCE

出 `薩」取Ⅲ;Oζt``よ i

奉1磯 ■■けンペ 7,→

―日如撓口 0ン｀フ,→

こ,■∝避 (′ン
^ 
ア,→

震り充耐菫林す
■0お 印刻蒻=
田Ⅸ翻劇

“

t

卿 ヱ 0●RI

POWERTITE°

このソーラ コン トローラを取り付ける前に この説明を読んて下さい。また このソーラ コントロー

ラや太陽電池バネル及び電池の取付け 操作はそれぞ・tの指図に従ってください。

1ヽ 乃じ険:このⅣ 1212DlAは修理改造などを行わないて下さい。誤った使用は感電や火災などの重大な

事故につながることがあります.

2  保守艤 や清掃の場合には 感電を違けるために太陽バネルを最カバーで覆いその接続をはずしてく
ださい。各複器の配線をは,さ ないと感電の危険があります.

・▼【繁ヨ警キ粉な排気をしてくない.
釜電池の近 くで4業 するのは 遺常に於いても電池からの可鷲性爆発性水素ガスが発生するので危
陰です.電 池の最上部に通じる通気を必ず設けてくださぃ.

4▼
目 □ 国 警争 電池わ 隔離をしてくだれ

電池と全ての電子潜器 このⅣ¬212D:A及びインバータ 充電器等は必ず電池より換気上隔離した場所に
設置すること なおかつ 電池は漁立した筐体にいれてその底部と上部に十分な通気穴を設けて直接屋外
に4気 するようにしてくださぃ。なお 電池は爆ヨ 生の危険なガスを発生するので 電池メーカーのi言国
及帷 に従い また電池等に関する設置について法令に規制がありますのでlFってくださぃ.
また ファンを内臓するインバータをとを電池の近くに置くと硫酸ガスを内部に取り込むことになります
ので 特に隔肇に注意してくださぃ。

5V装 置に有書な実品の注意 ・iF==

電池からはガス成分に読酸を含んていますので 電子構器は容易に腐食 してしまいます.電 池の近
くにⅣ=1212DlAを設置すると硫酸ガスですぐに故障します このような場合にも有債修理となりますの
で ご注意下さい。

実品 例えば 少しても硫酸またはその飛沐等透本器にかけてしまった場合は不適切な使用をした

I魂
とい2こ とで保障期同内でも必ず有僣修=と なります

盲鯉轟 臨覇≪鵞 l、…“̈ 鰤̈て事故となります.PV 121201の 端子及び周辺の配線まわりに金属の線や鎖 ネックレスなどが不
月意に,餞 しないをにしてください. 設置者ll外の人が触れることが出来ない場所に涅置してく
ださぃ.

9▼r、 コド頭の証の盪
コー ド類を金属壁またはヽぃ角を通 して配線するとき = ヶ―プル ダクト歳ぃは穴=き 出しの
ブッシングを償用 してくださぃ。例え ぎ 長期間草両て使用すると振動でケーフルが絶え間なく鋭
い有の全民と姜触 して拉覆が政れショー トして火災の原因にもなりますので注意 してください。

`配 線類は,導 体に 属等)の上にそのまま置いたり角を鋭く由lfて配置しないこと.
*線 材は強く引っ張らないこと.

Ю ttν

多社の全製品について製造物責任のた法に対する対物対人の■険

"卦

けられています。
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▼ 冒用 意最 三スに蜘 したり Ⅲ 輌 tな ど内部に鑓 する積な場創 こおいては 娠 証 差

が昼夜で,1常に大きいので 内部で結自を起こしたり 水が流れ落ちたllして ソーラ コント

ローラの内部の部品が濡れて 誤動件の原因となり 例えば パネル電[が ●になっても下がらなぃと言

うようなトラカ レが発生することがあります。
この様な対策として 結露しないl.に 芝燥した空気を入れてビニー應 等で包むことをお勧めします.

推奨するパルク電圧 :

―曖の密開式の穀電池
―殺の液補充式の総電池
ディープ サイクルの電池

14 0v

14 4v

144vか ら155● (電池メーカによる)

注意:この電E設 定で電池の安全を保証するものではありません. お客様が更に電池メーカー等に

確認して下さい。

注意1草に装着する場合で150V以上に設定すると草に装備した家電製品などが過電Eで 壕れること

があります。

l lPV-12″ Dl Aの 二 台 を並 夕,7_続 す る

注):Ⅳく0『mL]を 二台並列接続することま出来ますが 完全な恒輸動作する様にはなっていませんの

で ―台が5作 ■の時 電池電Eが 高い時は他の一台が充電動準をしない草があります。

未 来 舎

POWERTITE°
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「■53蒟 『¬「7=フ ‐コン トローフ吹 陽電池允及電制製希′

最大太陽電池開放電圧:26V

最低太陽電池開放電圧 :18V

最大太陽電池容量 1  150‖ π

最大充電電流:

最大負荷出力:

Ⅳ=121 2DlA

12

12A

15A(金属面取 り付 け時)

-30mV/  C

マイナス接地方式

-20 ‐■50  C(')

0 47kg

i50(幅 )x86(臭 )x45(高 )mm

構泄名:

使用電池電[:

動作温度:

重量:

寸法:

PV-123001A

12V

26V

18V

300 ■Aπ

30A

35A

1 5mA

-30mV/  C

40A

PV2412DlA

24V

52V

36V

300 WATT

12A

15A

13●A

-60mV/  C

20A

動作電流瞼 荷なし): 1 3mA

温度補正係数|

筐体控地方式 :

内部ヒューズ:    20A32V

表示誤差       lA以 上 V´ 0%

lA以 下:不確定 ツー07A

注まつ 10℃以下は参考値 ( つ`印はをに同じ。

スイッチ設定と消費電流修 考値)の関保

型番号 PV-1212DlA        Ⅳ2412Dl■

Ⅳ-123001A

電池システム電圧

L[D LAr OFF(SW-50F●  内部 リレーl「 )

【D LttP ON(馴 ●5 0FF 内部 リレーOF)

LED Ш P OFF(SW 5 0N 内部リレーON)

[口 JIP ON (S1 50N  内38リ レーON)

12v              24V

lo麒             10mA

1 3mA             13■ ■

44mA             24nA

4師 A             27mA

注 :

□ L●P側 は本体の小さい 「表丞ボ洟Jラ ンプを点灯させているときです.

LED LttPは S卜3て ON/OFFす ることが出来ます。

副●5● Tま 内部のリレーを断にして電気の節約をします。

この時は外部制御姜点は側調できません。

電流数値は参考億です.

注意 1:太 陽電池の代わりに他の電源などを使用することは出来ません。

注意 2:薇 用出来る最大の大陽電池は1¨ 以下の容量であります。(PV 1212DlAの場合)

注意 3:会 りに小さな太陽電池は使用できません。開放電Eが 18.以上を使用して下さい。

注意 4:負 荷端子 (LOADlは 15A以下を守って下さい。(抵抗負荷)

インバータなどは60WAT以 下で,月 して下さい。

注意 5:屋 外に設置してはなりません。

又 玉社の管内などでは必ず露結の問題が起こりますので 露結しないように

十分対策を■って下 さい。

注意 6灘 奨電池容量 30A‖ -250AH

奨最低バネル電力 30wati

本文の説明及び規格 誤字及び訂正は予告なく変更/修 正することがあります.
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POWERTETE°

O調 整可能範囲(参ヨ直)

項目          橙種名 PV 1212DlA   櫛 重名 PV 1230DiA   機種名 PV=241201A

F[0■T::圧              12 0 - 16 5V          12 0 - 16 5V          24 0 - 33 0V

BULK ttE                12 0 - 16 51            12 0 - 16 5V           24 0 - 33 0V

LVR(低 電 [復月電工)    Ⅳ - lⅣ                 8V - 16V                16v - 32V

LVD(■ 電EII断 電圧)    8V - 16V                8V - 1,V                lⅣ - 32V

sus『 (夜同検出電圧) 3"-30V      30V-80V

V書 吉:上記項目
の変更は通常は必要ありません。変更する場合には 電池メーカーに電[を 確認

してから変更するようにして下さい. 弊社は設定変更による 損害又は人体的危険に対 して一切

の責任を持ちません。

SUNS[T(夜同検出レベル設定)は PV 1212/1230DlAでは V[R38以 降で設定可能です.

0 改 A:間 単 員 同 0合

Q:

A:

P.シリーズの大隋 池i放 電コント回―ラをキャンピングカーに装備するとどうなllます ?

太陽電池充放電コントローラ(とパネル)を草に装備 した場合には 草のオルタネータが発電してい

ると電圧は高くなり この電匡は電池の満充電電圧より高くなります.この為 オルタネータが動4し

ている間は 又は載 している間は 充放電コントローラは電池が清充電と判断して 充電しません。

iっ て走行中はコン トローラのパネル電流はほとんとゼロとなります.

PVコ ントローラのPV CURR:が 表示 しない 又は本日 前日 前々日のA‖表示がしない?

表示誤差痢 7Aあ る為に バネルの発電が07☆ 以下のときには 表示はしません。ただしこ

のボ態でも、実際にはパネルが電諷 電池が減っている時は)(こ充電をします この充電してい

る事を確認する方法として 充篭 していればバネル電[と 電池電圧が殆と同じ(02V程 度の差)

となります。パネル電Eが 16Vと 言うような場合には 電池とパルネが切り離されている状態な

ので 充電はしていなぃことになります。

tっ てこの状態●●(太陽光の不足)が続くと 本日 前日、前々日の川表示もしない事になります.

=問 モードで卿 端子出力は出力が追断する時に数回点滅するが これをただちに道断山栞ないで

しょうか,

積回転萱の側面に「LO■D出力即速断Jのラベル躙寸いたものは夜間モードで員荷由力の終了時に直ち

にE断 します  廻 し追責荷の道断時は数回点離 に追断します。 (このタイプのセットはWDに 鷺

すると際 示状況JDラ ンプはp4の様には橙点減 よせずに 赤色r早 く点減して 員荷を直ちに遠

断します。その後電池電Eが L.よ り低けれ懸偉色が点滅し続けます。)

お客様及び設置する業者の方へのお願o■

このコントローラには沢山の機能がありますので 初期設定以夕ヽには設定する前に 前もってプログラム

の設定変更を行いシステムに付いて総合的におての検証清みの後に見場に持ってらくようにお願いします.

1髯じ2E[琵:爵讐身騒篤 顧課ヲξ:r鷹霞督]i霜雛劣,T鯨
からないことがあり直ちに道切な説明をすることが困難な場合がありますので宜しくご理解の程お願

しヽ申し上げます。
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